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 重点事項 成果目標 

1 
 

子育て環境日本一の推進を図

ります。 

 

 

 子育て環境日本一戦略で目指す「あたたかい子育て社会」を実現するため、山城管内の各地域におけ

る子育て支援関係者の連携強化を図るとともに、子育て支援のつながりが実感され、地域の機運が高ま

る取組を実施します。 

① 子育てにやさしい風土、まちづくり 

○ 子育て環境日本一を目指し、行政、経済団体、保育、教育団体等のトップが行う決意表明を踏まえ、

市町村や地元企業・団体が参加する「やましろ子育て環境日本一推進会議（地域サミット）」や「や

ましろ未来っ子はぐくみフェスタ」を開催し、山城地域の関係団体との顔の見える関係づくり、宅

地開発に伴う子育て家庭の転入等による待機児童の発生や人口減少・少子化の進む相楽東部地域に

おける子育て世代の交流減少等、異なる事情を持つ地域ごとの課題解決に向けた地域間連携等のワ

ークショップによる検討及び実践、ものづくり企業の集積する山城ならではの科学体験等による科

学好き・ものづくり好きな子どもの育成等を推進します。 

○ 安心して遊べる公園づくりや地域住民による子育て家庭の応援など、子育てにやさしいまちづくり

事業や地域交響プロジェクト交付金により、子育てにやさしいまちづくりに取り組む市町村を支援

します。 
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 重点事項 成果目標 

２ 
 

山城の強み(宇治茶、特産品)

を生かした戦略的な観光を推進

します。 

 

 新型コロナウイルス感染症が山城地域に及ぼす影響等を踏まえつつ、豊富な地域資源を生かした体験型

観光の推進や「食の京都」をキーワードにした官民一体となった山城地域の魅力発信により、一時的に落

ち込んでいる地域経済の回復を図るとともに、中・長期的視点に立った周遊・滞在型山城広域観光を実現

します。 

① 周遊・滞在型山城観光の推進 

○ 「（仮称）やましろトリビト（撮り人）」による SNS 等を活用した「体験・食・泊」の魅力発信やサ

イクリスト向けの情報発信、山城の食が一堂に会する「宇治茶・山城ごちそうフェスタ」の開催、

京都花灯路と連携した山城管内の商店街や寺社をはじめとした関係機関等と一体となったライトア

ップ事業などナイトツーリズムの促進、乙訓エリアでの竹をテーマとした観光情報の発信等により、

地域資源を生かした周遊・滞在型山城観光を推進します。 

＜宇治茶・山城ごちそうフェスタ参加者数 15千人＞ 

○ お茶の京都 DMO、市町村等と連携し、「食の京都」をキーワードとした「食」の情報発信や宇治茶や

京野菜等の地元産食材を使った「京やましろ産『令和プレミアムメニュー』」の開発、PR を推進し

ます。                       ＜令和プレミアムメニュー応募数 50品＞ 
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３ 
 

学研のシーズ等を生かした山

城産業のイノベーションを創出

します。 

 

 

 新型コロナウイルス感染症が山城地域に及ぼす影響等を踏まえつつ、オンリーワンのものづくり中小

企業や京野菜、宇治茶の生産者等による「オール山城」の連携ネットワークを形成することにより、イ

ノベーションを創出するなど、地域産業の更なる発展を目指します。 

① 産業イノベーションの推進 

○ 山城地域のものづくり中小企業や若手農企業者、けいはんな学研都市に立地する企業、研究機関、

大学等によるコンソーシアムを設立し、共同研究や新製品開発、農業現場での実証・実装化を推進

します。また、異業種交流ネットワーク「京都やましろ企業オンリーワン倶楽部」を中心として、

産学公連携による人材育成ワークショップ等を実施し、中小企業の課題克服や経営発展につなげま

す。 

＜「やましろグリーン・イノベーションコンソーシアム」の設立＞ 

＜「知恵の経営」や「元気印」等の認定企業数 年 20社＞ 

○ スマート農業の推進に向け、生産現場における AI・IoT 等先端技術を活用した機器導入を支援しま

す。                           ＜スマート農業機器の導入 5件＞ 

 

② 宇治茶・京やましろ新鮮野菜の生産振興、消費拡大 

○ お茶の京都 DMO、市町村等と連携した宇治茶の魅力発信や宇治茶ムリエ講座等の開催により、宇治

茶ファンの拡大や新たな市場・販路開拓を推進します。また、山城特産のえびいもや九条ねぎ等京

やましろ新鮮野菜の生産拡大を支援するとともに、首都圏等での販路開拓・消費拡大による「稼ぐ

農業」を推進します。 

＜宇治茶ムリエ講座 16回＞ 

＜えびいも出荷量 70ｔ＞ 

＜九条ねぎ出荷量 2,500t＞ 
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4 
 

新名神の全線開通を見据えた

山城地域の活性化を図ります。 

 

山城地域全体の均衡ある発展を目指し、新名神全線開通の波及効果を山城地域全体に行き渡らせる取組

みを進めるともに、各市町村が取り組むまちづくり施策を支援します。 

① 産業拠点＆交流基盤の整備 

○ 宇治市等における既存企業の成長支援や新たな工場用地の確保を支援します。 

○ 新名神高速道路の全線開通に向けたアクセス道路整備、ＪＲ奈良線の高速化・複線化第２期事業の

推進等、道路・鉄道網の整備を促進します。 

 

② 新たなまちづくりの促進 

○ 八幡市、久御山町等の新市街地整備の促進や、アウトレットモール、次世代型物流拠点、木津川運

動公園北側区域等城陽市東部丘陵地の開発を支援します。 

 

③ 相楽東部の未来づくり 

○ 相楽東部地域(笠置町、和束町、南山城村)において、木津川等の豊かな自然を活かしたアクティビ

ティ等の体験観光を振興するための担い手養成や「京都きづ川アクティビティフェスタ」の開催、

町村が実施するかわまちづくり事業、教育体験旅行等の支援、移住セミナーの開催等により、地域

の活性化を推進します。 

＜京都きづ川アクティビティフェスタ参加者 2,000人＞ 

＜体験観光の担い手養成 20人＞ 

＜教育体験旅行 2,300泊＞ 

 


